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緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
地

堀
兼
・
上
赤
坂
の
森

　

市
の
南
東
部
に
位
置
す
る「
堀
兼
・
上

赤
坂
の
森
」は
、約
80
㌶（
東
京
ド
ー
ム

約
17
個
分
）に
も
及
ぶ
広
大
な
規
模
の

平
地
林
で
す
。こ
の「
堀
兼
・
上
赤
坂
の

森
」の
内
、狭
山
市
緑
の
基
本
計
画
に
位

置
づ
け
て
い
る
重
点
地
区
の
一
部
約
６

㌶
が
、緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
第
９
号
地

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
堀
兼
・
上
赤
坂
の
森
の
将
来
像

　

貴
重
な「
堀
兼
・
上
赤
坂
の
森
」を
保

全
す
る
た
め
、主
に
次
の
イ
メ
ー
ジ
を

想
定
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

① 
県
下
最
大
規
模
の
広
大
な
平
地
林
を

活
か
し
た
景
観
の
形
成
、豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
、市
民
の
憩
の
場
、循

環
型
農
業
や
散
策
な
ど

② 

み
ど
り
と
調
和
す
る
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
象
徴
す
る
区
域

　

埼
玉
県
の
緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
第
９
号
地
に
選
定
さ
れ
た「
堀
兼
・
上
赤
坂
の
森
」約
６
㌶

を
、地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。散
策

路
や
案
内
板
な
ど
の
整
備
を
行
い
、11
月
９
日
㈰
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。当
日
は
、オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

③ 

地
権
者
・
市
民
・
環
境
団
体
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
協
働
体
制
の
確
立
と

そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
確
保

◆
保
全
地
内
の
動
植
物

　

堀
兼
・
上
赤
坂
の
森
は
、薪
炭
林
と
し

て
人
々
の
生
活
に
深
く
係
っ
て
き
た
と

同
時
に
、豊
か
な
生
態
系
を
構
築
し
て

い
る
動
植
物
の
貴
重
な
生
息
空
間
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

植 

物
…
コ
ナ
ラ
、ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、サ
ワ

ラ
ア
カ
シ
デ
、リ
ョ
ウ
ブ
、ア
カ
マ
ツ

な
ど（
61
科
１
４
５
種
）

鳥 

類
…
オ
オ
タ
カ
、ハ
イ
タ
カ
、ア
オ
ゲ

ラ
、コ
ゲ
ラ
、ヒ
バ
リ
や
シ
ジ
ュ
ウ
ガ

ラ
、ホ
オ
ジ
ロ
な
ど（
４
目
14
科
23
種
）

そ 

の
他
…
モ
グ
ラ
、ネ
ズ
ミ
な
ど
の
哺

乳
類
や
蝶
、ト
ン
ボ
な
ど

◆
事
業
負
担
は
市
が
１
／
３ 

県
が
２
／
３

　

ト
ラ
ス
ト
事
業
は
、埼
玉
県
と
㈶
さ

い
た
ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
、そ
し
て
狭

山
市
の
３
者
が
、貴
重
な
緑
地
の
保
全
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時　　代 内　　　容

江戸時代中～　
　　　　後期

川越藩主柳沢吉保により、三富地域の開拓が進めら
れる

～昭和中期 
以来、300年以上もの間、堆肥源や薪炭などに活用
されながら、地権者のたゆまぬ努力によって里山景
観が大切に継承されてきた

昭和後期

しかし、化石燃料や電気、化学肥料が普及し始める
と存在意義は薄くなり、農家にとっては過大な相続
税が追い打ちとなって手放さざるを得なくなった。
これらの山林は墓地や資材置き場、産業廃棄物処理
施設などに改変されるケースが多く、顕著となった
不法投棄と併せて、美しい景観が虫食い的に失われ
つつあった。また、生態系への悪影響も懸念される
など、深刻な事態を招きつつあった

～平成初期

こうした傾向に何とかして歯止めをかけようと、地
権者や市民団体などにより、清掃・森林保全活動が
始められ、また、景観条例や生態系保護のための指
針などが策定される

平成17・18年

上記経過を踏まえ、「堀兼・上赤坂の森」が初のトラ
スト保全第8号地県民投票にノミネートされる。惜
しくも次点となるが、地元の熱意が通じて、晴れて
トラスト保全第9号地として決定される

平成19年 　
地権者の協力により、赤坂の森公園周辺の約6haに
も及ぶ山林が公有地化される

平成20年 　
トラスト保全第9号地連絡会議が設置され、初期整
備などが熱心に議論され、オープニングを迎える

堀兼・上赤坂の森のこれまでの歴史的経緯

を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。緑
地
の
公

有
地
化
に
係
る
経
費
は
県
ト
ラ
ス
ト
基

金
２
／
３
、市
が
１
／
３
の
負
担
で
す
。

事
業
内
容 

▼
事
業
費
５
億
１
千
１
０

０
万
円 

▼
面
積
約
６
㌶

ト
ラ
ス
ト
保
全
第
９
号
地
連
絡
会
議

で
維
持
管
理
の
方
法
な
ど
を
検
討

　

地
権
者
や
市
民
・
環
境
・
事
業
者
団
体

と
行
政
な
ど
で
構
成
す
る「
ト
ラ
ス
ト

保
全
第
９
号
地
連
絡
会
議
」が
設
置
さ

れ
、ト
ラ
ス
ト
保
全
地
の
整
備
や
維
持

管
理
の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

参
画
・
協
力
団
体
▼
さ
や
ま
緑
と
里
の

会
▼
堀
兼
・
上
赤
坂
地
域
山
林
対
策
協

議
会
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
や
ま
環
境
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▼
お
お
た
か
の
森
ト
ラ

ス
ト
▼
堀
兼
地
区
連
合
自
治
会
▼
く
ぬ

ぎ
山
経
営
者
会
▼
自
然
を
守
る
狭
山
リ

サ
イ
ク
ル
の
会
▼
埼
玉
県
▼
㈶
さ
い
た

ま
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
▼
狭
山
市

貴
重
な
緑
地
の
保
全
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す

　

市
で
は
、「
緑
と
健
康
で
豊
か
な
文
化

都
市
」を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、市
民
・

企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
樹
林
地

の
保
全
、公
園
の
整
備
、緑
化
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。今
後
、「
堀
兼
・
上
赤

坂
の
森
」が
、環
境
と
共
生
す
る
狭
山
の

象
徴
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
み
ど
り
公
園
課
へ
内
線
３
６
７
４

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
同
時
開
催

日
時
11
月
9
日

㈰
、9
時
〜
12
時

（
小
雨
決
行
。悪

天
候
の
場
合
は
、

当
日
7
時
に
市

役
所
で
決
定
）

場
所
堀
兼
・
上
赤
坂
の
森（
メ
イ
ン
会

場
は
赤
坂
の
森
公
園
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
＆
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

時　

間

プ
ロ
グ
ラ
ム

８
時
30
分
〜

受　

付

９
時
〜
10
時

開
会
と上

赤
坂
獅
子
舞

10
時
〜
11
時

ク
リ
ー
ン 

作
戦
と
散
策

11
時
〜
12
時

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
堀

兼
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
）、い
も
煮
汁

と
花
苗
を
無
料
配
布

参
加
申
込
み
と
そ
の
他
の
お
願
い

① 

団
体
で
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

② 

駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、お
車
で
お
越
し
の
際
は
、乗
り

合
わ
せ
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す

③ 
清
掃
活
動
も
行
い
ま
す
。ご
み
袋

は
用
意
し
ま
す
が
、軍
手
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い

赤坂の森公園

トラスト保全第9号地


